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   開 会  午後７時 

１．若者議会議長あいさつ 

○古瀬有菜議長 若者議会議長の古瀬です。

若者議会条例第６条第１項に基づき、本日の

進行を務めさせていただきます。ただいまか

ら新城市若者議会市長報告を行います。 

５月の第１回若者議会から私たちは、若

者が活躍できるまちを実現するべく、何度も

議論を重ね、８月の第５回の若者議会では、

政策の中間報告を行いました。その後、担当

課との意見交換なども通して、令和８年度若

者議会予算事業計画を策定し、１１月に市長

へ答申しました。 

本日は、１１月に行った市長答申以降、

３つの事業についての進捗状況を報告させて

いただきたいと思います。また、報告後に時

間をいただき委員から今期１年間の活動を振

り返らせていただきたいと思います。 

それでは、事業ごとの報告に移ります。 

 

２．事業報告 

○古瀬有菜議長 初めに、余暇・趣味・居場

所委員会による「れっつごーまちなみ！事

業」と「帰ってこりん！若者同窓会応援事

業」です。お願いします。 

発表者は、杉原佑希乃（すぎはら ゆき

の）委員、長谷川結乃（はせがわ ゆの）委

員、平良陸（たいら りく）委員、小山玄貴

（こやま はるき）委員、瀬野和奏（せの 

わかな）委員、夏目響（なつめ ひびき）市

外委員です。よろしくお願いします。 

 

○平良陸委員 今から、余暇・趣味・居場所

委員会の発表を始めます。よろしくお願いし

ます。 

私たち余暇・趣味・居場所委員会では、第２

次新城市若者総合政策の「基本目標１ 若者

が自分らしくいられるまち」という目標を取

り上げ、余暇・趣味チームで検討した「れっ

つごーまちなみ！事業」と居場所チームで検

討した「帰ってこりん！若者同窓会応援事

業」を答申しました。 

 まず、余暇・趣味チームから１１月の市長

答申後に検討してきた内容を報告させていた

だきます。余暇・趣味チームでは、４つの手

法でまちなみ情報センターのＰＲを行うこと

を提案しました。 

○杉原佑希乃委員 １つ目は飯田線内におけ

る電車の中吊り広告です。現在、まちなみ情

報センター内の写真を自分たちで撮影、レイ

アウトし、広告用ポスターのデザイン素案を

作成しました。また、飯田線は新城以外にも

通っているので、新城のことを知ってもらう

ためにも新城の風景を入れました。 

 ２つ目はポスターの掲示です。このポスタ

ーは中吊り広告で使用するデザインと同じも

のを駅や市内に掲示します。 

○長谷川結乃委員 ３つ目はティッシュ配り

です。まちなみ情報センターのＰＲカードを

作成し、２月２２日に行われた軽トラ市で若

者議会ＰＲ用のウェットティッシュとともに

配布しました。カードを配り終えることがで

き、当日にもたくさんの人にまちなみ情報セ

ンターを利用していただきました。 

 ４つ目はＰＲ動画、館内ラジオです。自分

たちで館内の使い方を撮影、編集しました。

完成した動画がこちらです。 

（動画の上映） 

現在作成中の動画も合わせて若者議会の

Ｉｎｓｔａｇｒａｍのリールなどに投稿する

予定です。 

○小山玄貴委員 館内ラジオについても、市

長答申後に自分たちで内容を考え、作成しま

した。実際に完成したものがこちらです。 

 （音声の再生） 

 以上の４つの手法でまちなみ情報センター

をＰＲします。 

○瀬野和奏委員 続いて、チェーン店の誘致

に関して答申後に話し合ってきた内容を報告

させていただきます。 
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 まず、産業政策課の担当者の方と令和５年

度に市役所内で設置された土地利用対策プロ

ジェクトチームのメンバーであった都市計画

課の方と意見交換会を実施しました。プロジ

ェクトチームで若手職員を中心に実施された

飲食店誘致の検討事例や「なぜチェーン店を

求めるのか」という点について話し合いまし

た。産業政策課の方からは地元の個人経営の

店をさらに若者が集まる場所にするのはどう

だろうかという案もいただきました。しかし、

私たち若者が求めている者はチェーン店です。

それではなぜチェーン店を求めているのか、

深掘りした結果、個人経営の店より気軽に入

店できる点や、価格がリーズナブル、長居が

でき、勉強や仕事などの作業ができる点が魅

力的に感じるからだと考えました。 

 委員会内ではこのような声が挙がりました

が、実際に新城市に関わる人はどう思ってい

るのかを知るため、簡単なアンケート調査を

行いました。１２歳から２９歳の市内在住、

在学、在勤経験のある若者、また過去に１年

以上新城市とかかわりを持っていた人を対象

にアンケート調査を行い、８５人の方に回答

いただきました。結果、新城とかかわりのあ

る若者は居場所に満足していないことが分か

りました。居場所が十分にあるかという設問

では、６９．５％の回答者がそう思わない、

あまりそう思わないと回答し、新城市内に１

人又は友達と過ごすことのできるような場所

がもっとあったら良いと思うかという設問に

対しては９７．６％の回答者が非常にそう思

う、ややそう思うと回答しました。この結果

から、若者は新たな居場所を求めていること

が分かります。 

 また、若者へのチェーン店需要がとても高

いことも分かりました。１人又は友人と過ご

す際にチェーン店を利用することがあるかと

いう設問においては、過半数の若者がよく利

用する、時々利用すると回答しました。 

 新城市にチェーン店がもっと増えてほしい

かという設問においては、９９．２％の回答

者が非常にそう思う、ややそう思うと回答し、

この結果より需要が高いことが分かります。 

 具体的にあったら良いと思う店はあるか自

由記述で回答していただいたところ、スター

バックスやタリーズコーヒーといったカフェ

チェーン、サーティーワンやミスタードーナ

ツといったデザートチェーン、ガスト、サイ

ゼリヤといったファミリーレストランなど多

くの回答が得られました。その中でも多かっ

たのがスターバックス、ミスタードーナツ、

サイゼリヤでした。その店を利用する目的は

話したりくつろいだりする理由が多く、これ

らのチェーン店ではその目的を達成すること

ができるため若者の居場所としてチェーン店

を誘致することはメリットになるのではない

かと考えました。 

 今回のアンケートから若者が「気軽に作業

したり人と過ごしたりすることのできる場

所」としてチェーン店を求めていることが分

かりました。一方で、交通手段の不足により

アクセスのしやすさが利用に大きく影響する

可能性も見えてきました。また、チェーン店

の誘致だけでなく、個人経営の店舗を活用し

て地域活性化と居場所づくりを両立したいと

いう意見もありました。これらを踏まえ、私

たちは場所だけでなく、アクセスや利便性も

含めて検討しながらチェーン店の導入を居場

所づくりの１つの選択肢として前向きに考え

ていきます。 

 最後にチェーン店を誘致することによる市

へのメリットをご紹介します。学生や主婦な

どの雇用の創出、生活の利便性向上による人

口流出の防止、また、若者の居場所へのニー

ズに応えることができ、市へのさらなる愛着

形成にもつながります。しかし、若者議会だ

けではチェーン店を誘致するのは難しいです。

そのため、チェーン店誘致の可能性を行政と

若者で検討できるような話し合いの場を設け

ていただきたいと考えています。具体的には、
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来年度以降実施できるよう場所を設けていた

だきたいと思っています。これでチェーン店

誘致に関しての報告を終わります。 

○夏目響市外委員 次に居場所チームから報

告させていただきます。 

私たちは、「帰ってこりん！若者同窓会

応援事業」と題して、若者のための居場所づ

くりに関する提案をしました。 

私たちの提案の目的は、進学や就職で市

外に出た若者が、新城に帰りたいと思う場を

つくることです。このような居場所をつくる

ことは、地元・新城とのつながりを維持し続

けること、そして、市外で夢を追う若者にと

って、新城がいつでも帰ってこられる心の支

えとなることにつながります。 

その実現に向けて、私たちは同窓会に注

目し、市が同窓会の開催を積極的に支援する

事業を提案しました。新城市の現行の制度の

２５歳成人式開催補助金を同窓会の開催を応

援する「おかえり若者同窓会応援制度」に拡

充・リニューアルする事業となっています。

対象年齢を拡充し、補助内容を１，０００円

から３，０００円分のいーじゃん券へと変更

しました。 

この方向性のもとで、具体的な制度の仕

組みを検討するにあたり、新城市商工会を訪

れ、商工会の担当者の方といーじゃん券の管

理方法などについて打ち合わせをさせていた

だきました。オンラインでの申請を可能にす

ること、いーじゃん券の交付タイミングを週

末も含め柔軟な対応にすること、当日の急な

欠席も想定した制度にすることなど、若者が

使いやすい制度になるように詳細を検討して

きました。 

具体的な制度案についてはご覧の通りで、

答申時から大きな変更はありません。市外か

らの出席やアンケートの回答を要件に盛り込

み、適正な補助ができるようにしました。 

交付までの流れはこちらになります。申

請方法に電子フォームを導入するなど、使い

やすい制度になるよう検討しました。 

本事業の予算として、答申の通り合計で

２１万円を想定しています。初年度はこの規

模からスタートし、効果を検証しながらより

よい制度にしたいと考えています。 

 この事業によって、関係人口の増加やそれ

に伴うＵターンや定住、申請数が少ない既存

事業の改善、市の政策の周知やアンケートの

収集、いーじゃん券の活用による地域経済の

活性化など、新城市にもたらす多くのメリッ

トが期待できます。このようにして、新城に

帰りたくなる若者の居場所を創ることを目指

します。 

 以上で、余暇・趣味・居場所委員会の発表

を終わります。 ご清聴ありがとうございま

した。 

 

○古瀬有菜議長 ありがとうございました。

自席にお戻りください。 

次に、新城広め隊委員会による「食歴伝 

新城の魅力を拡散事業」です。お願いします。 

発表者は、梅田倫之助（うめだ りんの

すけ）、河合夏鈴（かわい かりん）委員、

城所英汰（きどころ えいた）委員です。よ

ろしくお願いします。 

 

○梅田倫之助委員 新城広め隊委員会の発表

を始めます。僕たちは、第２次新城市若者総

合政策の「若者にとって誇れるまち」、「新

城市を知ってもらう」をテーマに取り組みま

した。若者自身が地域の魅力を理解し、それ

を発信することで新城市への愛着と誇りを育

むことを目指します。また、特産品や観光地

などの新城の魅力を伝え、「ちょっと気にな

るまち新城」として認知を広げることを目標

としています。 

この方針のもと、僕たちは食と歴史に焦

点を当て、事業名を「食歴伝 新城の魅力を

拡散事業」として政策を考えました。 

食について取り上げた背景としては、僕
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たちは農業課の職員の方の話を聞いて、新城

市で専業農家として新規就農することが難し

くなっていることを知ったからです。その理

由は、初期投資で多額の資金が必要であるこ

とや、就農しても野生動物の被害が多いこと

でやめてしまう人がいるからだそうです。新

城市には、梅やほうれん草、八名丸里芋など

多くの特産品がありますが、このままでは特

産品を作る農業の担い手がいなくなってしま

うのではないか、また、農業関連の仕事を選

択する若者が少ないことが問題ではないかと

考えました。 

そこで、食を通じて学び、まずは多くの

人に新城市の特産品を認識してもらい、新城

ならコレという付加価値と知名度を上げて、

新城市に来る人を増やしたいです。新城市の

農業や特産品に興味を持つ人が増えれば、将

来的には担い手の確保にもつながると考えま

した。地域の農家さんたちと協力し合いなが

ら新城の魅力を再発見し、次の世代にも誇れ

るまち、新城をつくっていきたいです。そし

て、食という地域の伝統を継承していきます。 

新城市で農業に従事する若者を増やすた

め、政策のターゲットを、市内外の若者と設

定しました。市内の若者は地域とのつながり

があり、周囲に相談しやすいという強みがあ

ります。一方で、ＳＮＳは不特定多数へ情報

発信が可能であるため、市外の若者も対象に

含めることで、新城市の農業の魅力をより広

く発信できると考えました。これにより、農

業への認知度向上と新たな担い手の増加を目

指します。さらに、地域産業への関心を高め、

将来的な農業の担い手不足の解消にもつなげ

ていきたいと考えています。 

○河合夏鈴委員 政策案としては、若者目線

で特産品をＰＲする動画を作成し、ＹｏｕＴ

ｕｂｅ等に投稿します。出演者および動画構

成を若者自身が担うことで、同世代の関心や

共感を得やすく、若者の心をつかむ効果的な

情報発信が可能になると考えています。また、

動画投稿にとどまらず、ＹｏｕＴｕｂｅ広告

を活用し、ＡＳＭＲや農業関連動画を１０代

から２０代にターゲットを絞って配信するこ

とで、より多くの若者に効率的にリーチする

ことを目指します。これにより、新城市の特

産品や農業の魅力を広く知ってもらい、地域

の食文化への理解と関心を深めるとともに、

将来的な農業の担い手の確保にもつなげてい

きます。 

具体的な動画内容としては、自然薯、鳳

来牛、八名丸里芋、米といった特産品を題材

に、ＡＳＭＲ動画、料理動画、農家訪問動画

など、複数の視点から発信し、それぞれの魅

力を多角的に伝える構成とします。また、料

理内容や農家訪問時の質問事項、動画構成に

ついては、既存の公開動画も参考にしながら

検討を進めていきます。 

具体的な計画としては、来年の１月まで

を目処にすべての撮影を完了し、全１０本の

動画を来年度中に順次アップロードする予定

です。想定される費用は、撮影および編集に

係る費用として２０４千円、ＹｏｕＴｕｂｅ

広告費として３１５千円を見込んでいます。 

動画を作るにあたって、農業のことを体

験的に学びたいと思い、先週私たちは作手地

域の農家の方の田んぼを訪問して、ペダル操

作を必要としないトラクターの運転や、五平

餅づくりの体験をさせていただきました。本

体験を通じてスマート農業に触れ、農業分野

における技術の進歩やその有用性について理

解を深めることができました。また、地域に

根付いた食文化や伝統について学ぶ貴重な機

会となりました。この体験で学んだことを生

かしながら、来年度は私たちが主体となり、

動画の構成を考えて撮影をしていきます。 

この政策を行うことによって得られるメ

リットは、新城市の食の魅力を多くの人に知

ってもらえる点です。特産品に興味を持って

もらうことで購入につながり、生産者の収入

向上が期待できます。その結果、金銭的な理
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由で農業を辞める人を減らし、担い手不足の

解消にもつながると考えました。また、地元

の良さを再発見するきっかけとなり、若者が

新城市に誇りや関心を持つことができる点も

この政策案のメリットです。さらに、地域へ

の関心が高まり、将来新城市に関わり続けた

いと思う若者の増加も期待できます。 

○城所英汰委員 次に歴史についてです。歴

史について取り上げた背景としては、今の若

者が歴史について知らないということが分か

ったからです。僕たちの周りにいる若者に長

篠・設楽原の戦いについてどれだけ知ってい

るのか調査したところ、長篠の戦いが誰と誰

との戦いなのか、鳥居強右衛門が助けを求め

に行った先はどこなのか、答えることができ

なかった人が５０％以上いました。教科書に

載っていたり、長篠合戦のぼりまつりという

お祭りの名前になっているので、言葉だけは

知っていても、詳しく知っている若者が少な

いということが分かりました。若者が歴史に

ついて知らないと、歴史が風化する可能性が

高くなります。祭りの担い手や語り手の減少

も課題となっています。歴史や文化を知って

もらうことで、興味を持ってくれた若者がお

祭りに参加し、担い手となる若者が増え、新

城市の歴史・伝統が継承されると考えていま

す。 

僕たちが提案する政策は、４コマ漫画と

巡礼マップを用いたＰＲ事業です。政策のタ

ーゲットは小学校６年生から中学校３年生で

す。４コマ漫画を用いることで手軽で読みや

すく、また内容が簡潔にまとまっているので

覚えやすくなります。 

漫画と巡礼マップの作成にあたり、実際

に歴史ガイドツアーをされている方に戦いに

関係する場所をガイドしていただきました。

また、設楽原歴史資料館の職員の方に会議に

入っていただき、長篠・設楽原の戦いのどの

部分を漫画にするのかを相談させていただき

ました。お二人のお話を聞いて印象に残った

ものや、ぜひみんなに知ってほしいと思った

内容を漫画や巡礼マップに取り入れることに

しました。 

４コマ漫画では、長篠城が攻められてい

るところから、戦いが終わって新城城が築城

されるところまでを描きます。他にも、教科

書に載っていない小話なども一緒に描きます。

巡礼マップでは、長篠・設楽原の戦いにとっ

て知っておくべき史跡及び地域の人が今整備

などをしている城跡の紹介を行います。地図

だけではなく、写真や説明を入れます。 

本政策を実施することにより、新城市の

歴史を継承する一助となることが期待されま

す。若者を中心に、市民が新城市の歴史に触

れるきっかけをつくることで、歴史がみんな

が知っている身近なものとなり、共通の話題

として語り合ったり、自らの言葉で他者に伝

えることができるようになったりします。ま

た、新城市特有の文化を広く発信することで、

歴史や文化に関心を持ち、伝統あるお祭りや

歴史イベントなどへの参加者の増加が見込ま

れます。このように、市内外を問わず、多く

の人々が新城市の歴史を知ることにより、歴

史をきっかけとした関係人口の拡大が期待さ

れ、新城市の歴史を自分ごととして捉えてふ

るさとの誇りとして語ることのできる若者の

増加にもつながると考えます。これらの政策

を通じて、市民や市外の方に新城市の興味・

関心が高まる活動をしてまいります。 

以上で新城広め隊委員会の発表を終わり

ます。ご清聴いただきありがとうございまし

た。 

 

○古瀬有菜議長 ありがとうございました。

自席にお戻りください。 

 

３．第１０期提案事業評価に係る報告 

○古瀬有菜議長 続いて第１０期若者議会提

案事業の評価について報告を行います。 

 菅沼堅太（すがぬま けんた）副議長、お
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願いします。 

 

○菅沼堅太副議長 第１０期若者議会提案事

業の評価について報告させていただきます。 

 僕たち第１１期若者議会委員は、この２月

の若者議会において、第１０期若者議会が提

案した３つの事業について、評価する機会を

設けました。この事業評価は、今回初めて行

う取り組みで、令和６年度の若者議会委員が

提案した政策を昨年度のメンバーも一緒にな

って振り返りを行ったものです。 

 評価方法は、事業を実施した担当課と提案

事業の協働委託先であり、今回の提案事業の

実行部隊として若者で構成する新城若者連盟

から、今年度実施した内容について報告を受

け、それについて良かった点、課題点、今後

に生かすべき点の共有と評価を採点形式で実

施しました。 

 今から３つの事業の内容ごとに評価結果を

報告させていただきます。 

 まず、若者政策１０周年記念事業です。令

和７年１１月８日に開催した若者政策１０周

年記念イベント「わきゃっぴ祭」について報

告します。このイベントは、著名人の登壇、

海外ユースの招聘やキッチンカーの導入によ

り、７００名の参加者を新城文化会館に集客

し、若者議会の認知度向上を図りました。全

体の参加者は多かったものの、本来の目的で

ある参加した若者同士がつながるためのコン

テンツへの参加が十分ではなかったため、そ

の点、今後の工夫が必要です。 

これまでの１０年の活動を振り返る機会

となり、若者同士の協力や、海外を含む幅広

い若者の参加により、若者の一体感が形成さ

れた点が特に評価できます。今後も市と若者

が協働し、若者をターゲットとしたイベント

や記念事業を継続的に実施すべきであると考

えます。 

また、昨年度政策提案された内容に未決

定の事項が多く、短い期間の中で準備を進め

なければなりませんでした。７００名の参加

者の内訳も小学生の参加が多く、若者議会の

即戦力となる若者層の参加者が少なく、周知

方法が課題として挙げられます。 

今後は、若者議会の政策提案時により具

体的な計画を立て、ターゲット層を明確に設

定することが重要であると考えます。第１１

期メンバーの採点による評価を発表します。

４点満点の平均で、目的達成度２．８８点、

費用対効果２．４７点、若者への影響・貢献

度２．２９点です。参考として、第１０期メ

ンバーやメンター職員による採点を含む点数

をスライドに掲載しています。 

 次に、新城魅力探しの旅事業です。つなが

る地域と若者の輪について報告します。これ

は、中学生議会を前身とする事業で、近年、

若者議会委員がリニューアルを行っています。

活動内容は、市内の中学生に参加を呼びかけ、

地域の団体や住民の皆さんの協力をいただき、

地域の課題について中学生の意見や感想を集

約し、若者議会や地域協議会で生かしていく

活動です。令和７年９月から１１月に座学と

フィールドワークを交えながら実施しました。 

 評価内容は、中学校ごとに特性を活かし実

施できたことや、地域団体の協力を得られた

こと、授業で実施できた中学校では多くの生

徒に参加してもらえたことが成果として挙げ

られます。さらに、地域とのつながりを築く

きっかけを提供し、中学生から前向きな意見

が多く出されたことも評価できます。 

また、中学校区を超えて介するまとめ報

告会は、他校の生徒と交流ができる機会とし

て、今後も継続していくべきだと考えます。

一方、課題は参加人数に地域差があることや

学校の負担、参加者アンケートの未実施によ

るデータ不足、地域や若者への認知度不足な

どが指摘されました。今後は、中学生のアイ

デアを生かしていく方法の検討や地域との協

力の強化、効果的な周知などを進めていくこ

とが必要であると思います。 
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評価を発表します。点数評価は、目的達

成度２．５９点、費用対効果２．２４点、若

者への影響・貢献度２．３５点です。 

同じく新城魅力探しの旅事業です。電動

アシスト付き自転車のレンタサイクルに関す

るアンケート調査を実施し、事業提案した１

０期若者議会委員が市長に結果を報告したも

のです。この事業の詳細内容は、本数が少な

い電車やバスの移動先の交通手段として電動

アシスト付き自転車のレンタサイクルを推進

するために、新城まちなみ情報センターに電

動アシスト付き自転車を３台設置し、令和７

年１月から３月までの間に３７９人のアンケ

ートを取った事業です。 

評価内容は、アンケート調査を通じて市

民の現状把握ができたことと、レンタサイク

ルの実証実験ができたことが本事業の成果と

して挙げられます。電動アシスト自転車に着

目した点も評価できます。 

課題としては、レンタサイクルを推進す

るにあたり、交通ルールやマナーをどう周知

していくかということや提案の実現性の低さ、

また「じてんしゃのまち新城」の認知度向上

が挙げられます。冬に実証実験を行ったため

利用者が少ない点や、データの活用方法の明

確化なども改善が必要です。移動手段を増や

し、二次交通の強化を継続することは重要で

あると思いますので、今後は、レンタサイク

ルのニーズを再度検証し、事業者との協力を

進めるとともに設置場所を増やすなどの取組

が必要であると考えます。 

評価を発表します。点数評価は、目的達

成度１．８２点、費用対効果１．８２点、若

者への影響・貢献度１．２９点です。 

ＴＳＵＮＡＧＯ～未来共創プロジェクト

～です。令和７年１２月１４日に開催した若

者×子ども交流イベント「ＪＵＭＰ ＵＰ 

ミライフェス」について報告します。若者が

幼児との交流を通じて共感力や思いやりを育

み、子育てや将来について考えるきっかけを

提供することを目的としてイベントを開催し

ました。この事業により、若者の子どもに対

する意識変化や自信の向上を図りました。 

イベントには、若者ボランティア２５名、

幼児１１４名が参加し、企画段階で設定した

目標を上回る成果を達成した点は評価に値し

ます。また、参加者からは継続を希望する声

が多数寄せられており、規模の縮小を検討し

てでも継続的に実施することが望ましいと考

えます。ただし、対象が参加者の若者だけに

限られている点は課題であると言えます。今

後は、より多くの若者に参加機会を提供でき

る工夫が必要であると考えます。 

評価を発表します。点数評価は、目的達

成度２．７６点、費用対効果２．３５点、若

者への影響・貢献度２．４７点です。 

最後に、同じくＴＳＵＮＡＧＯ～未来共

創プロジェクトです。新城市若者ボランティ

ア人材バンクについて報告します。この事業

は、ボランティアが必要な団体とボランティ

アをしたい若者がつながることができる機会

を提供し、持続的に地域活性化を図ることを

目的としています。 

この事業を通じて、登録者が４９人、ボ

ランティア募集依頼が９団体、対象事業が１

３件となり、若者の地域貢献への意欲を確認

するとともに、担い手不足に悩む団体の現状

を可視化することができました。 

 また一方で、マッチング数の少なさ、中学

生の不参加、周知不足、申し込み手続きの壁

などが課題として明らかになりました。 

今後は、制度を継続しながら特設ページ

の作成、マッチング方法の改善、周知活動の

強化などを通じて、さらなる参加者数の増加

と地域貢献の活性化を目指して取り組む必要

があると考えます。 

評価を発表します。点数評価は、目的達

成度１．７１点、費用対効果１．８２点、若

者への影響・貢献度１．５３点です。 

 今回初めて実施したことから、まだまだ改
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善する点があります。事業の評価は、公正か

つ適格な評価が求められると思いますが、大

事なことは若者が知恵を縛り、政策提案を行

ったことに尽きると考えます。この評価をも

とに、効果を上げる事業に改善することや組

み合わせにより新たな事業を展開するなど、

今後の取組に生かしていきたいと思います。 

 以上で第１０期若者議会提案事業の評価に

関する報告を終わります。 

 

４．１年を振り返って 

○古瀬有菜議長 続いて１年の振り返りを行

います。各委員順番にお願いします。 

 初めに、梅田倫之助（うめだ りんのす

け）委員お願いします。 

 

○梅田倫之助委員 梅田倫之助です。 

この１年間、私は新城広め隊委員会のメ

ンバーとして活動してきました。その中で、

新城市が誇る特産品の魅力をどう発信してい

くか、仲間と議論を重ねてきました。この１

年間の話し合いを通じて、以前は新城市に対

して、ただ自分が住んでいる場所という他人

ごとのような感覚しか持っていませんでした。

しかし、委員会の活動で、特産品について深

掘りし、どうすればその良さが伝わるかを真

剣に考えるうちに、今まで知らなかった地元

の魅力や作り手の方々の思いに触れる機会が

増えました。この１年で新城市をより深く知

ることで、このまちに対して、愛着や誇りを

持てるようになったのは、私にとって大きな

一歩です。今度は、この１年で深めた知識を

形にして、新城っていいなという気持ちを自

分だけでなく、より多くの人に広めていける

よう取り組んでいきたいです。 

１年間ありがとうございました。 

 

○古瀬有菜議長 ありがとうございました。

次に、野澤澪央（のざわ れお）委員お願い

します。 

 

○野澤澪央委員 野澤澪央です。よろしくお

願いします。 

まずは、自分、この１年間務められて、

すごくよかったなと思います。普段の生活で

のうのうと過ごしていても関わることのでき

ない市のことに対して考えられたということ

は、僕にとってはすごく成長になったかなと

思います。 

会議を行っていく中で、いろんな仲間だ

ったりだとか、職員の方だったりとかと関わ

らさせていただいて、より深く新城に対して

考えることになって、今後も、自分がのうの

うとその新城で過ごしていくだけでなく、

「自分ももっと力になれるな」、「どういっ

たところが問題なんだろうな」ということに

ついても、普段から考えていきながら過ごし

ていきたいなと感じました。 

この１年間ありがとうございました。 

 

○古瀬有菜議長 ありがとうございました。

次に、杉原佑希乃（すぎはら ゆきの）委員

お願いします。 

 

○杉原佑希乃委員 余暇・趣味・居場所委員

会の杉原佑希乃です。 

私は、この１年を通して、新城市をより

知ることができました。初めは、新城市に住

んでいるから知っていることはたくさんある

と思っていたけれど、まちなみ情報センター

ＰＲの政策を考えて、実際に行っていく中で、

昔の新城や私の知らなかった新城に出会いま

した。特に、軽トラ市でのＰＲ活動では、た

くさんの発見がありました。私たちのＰＲカ

ードを受け取ってくれる人、市内外から訪れ

ている人、実際にまちなみ情報センターを利

用しに行ってくれる人など、たくさんの温か

い人たちと話をすることで、新城って本当に

いいところだなと強く感じました。この１年

で知った私の大好きな新城の魅力をさらに広
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げられるように、これからも新城を大切にし

たいです。 

１年間ありがとうございました。 

 

○古瀬有菜議長 ありがとうございました。

次に、中野智文（なかの ともふみ）委員お

願いします。 

 

○中野智文委員 中野智文です。 

私はこの１年間、新城広め隊委員会の歴

史ＰＲをさせていただきました。歴史ＰＲを

する中で、どのように長篠の戦いについてＰ

Ｒしていけばいいのかなということを考えま

した。 

私はこの１年を通して、自分の積極性が

増し、成長したなと感じています。活動当初

は、自分の活動に自信が持てず、市の予算を

使って活動するって本当に大丈夫なのかなと、

自分の中で不安でした。ですので、最初の議

会では全く発言ができず、自分でもとても後

悔していました。ですので、次の議会ではま

ず自分の意見を話してみようと思い望みまし

た。すると、少し自分の意見を話してみよう

という気になり、話してみた結果、とても楽

しいなと思いました。自分の意見を話して、

みんながそれについて話し合いをしてくれる。

そして、その意見が深まっていくのを見てい

て、とても嬉しくなりました。活動していく

中で、自分は少しずつ積極性が増し、誰かか

ら「あなたはどう思いますか」と言われなく

ても発言できるようになりました。活動する

前は、正直後悔していましたが、今まではや

ってよかったなと、とても満足しています。 

１年間ありがとうございました。 

 

○古瀬有菜議長 ありがとうございました。

次に、城所英汰（きどころ えいた）委員お

願いします。 

 

○城所英汰委員 新城広め隊委員会の城所英

汰です。 

私は、この１年間の活動を通して、新城

市にはたくさんの魅力があることが分かりま

した。特に、食と歴史というテーマを通して、

地域の良さを若者に知ってもらうための工夫

をするのが大変でした。ですが、今どきの若

者らしい方法をして、分かりやすく、興味を

ひくものができたと思います。この活動は、

単に魅力を伝えるだけではなく、若者が新城

に誇りを持つきっかけになるものと思います。

今年度学んだ、分かりやすく伝える工夫や、

地域に目を向けた姿勢をこれからの社会の中

で生かしていきたいです。 

今後もこのような取り組みが広がり、多

くの人が新城市に関心を持ち、関わってくれ

ることを期待しています。 

１年間ありがとうございました。 

 

○古瀬有菜議長 ありがとうございました。

次に、平良陸（たいら りく）委員お願いし

ます。 

 

○平良陸委員 余暇・趣味・居場所委員会の

平良陸です。 

私は、この１年を通して、自分から動く

力や、相手の意見を尊重しながら話し合う姿

勢を身に着けることができました。新城市若

者議会で得た経験は、これからの自分を支え

てくれる大事なものだと感じています。 

今後もこの経験を生かして、地域や社会

に積極的に関わっていきたいと考えています。 

１年間ありがとうございました。 

 

○古瀬有菜議長 ありがとうございました。

次に、長谷和奏（ながや わかな）委員お願

いします。 

 

○長谷和奏委員 第１１期若者議会の長谷和

奏です。この１年間を振り返り、ご報告させ

ていただきます。 
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この１年間は、私にとって、居場所とは

何かを深く考え続ける時間となりました。委

員会では、若者が求める居場所の実現と現実

とのギャップに何度も直面しました。まちな

み情報センターの活用促進を市長答申した後

も、十分な変化を生み出せなかったのではな

いかという心残りもありました。しかし、今

年２月に訪れたイギリスの図書館での経験が、

私の考えを大きく変えました。その小さな図

書館の入口には、インスタントコーヒーや紅

茶、クッキーとともに、ごゆっくりお過ごし

くださいというメッセージが書いてありまし

た。私は、観光客でありながらも、その図書

館が自分の居場所のように居心地がよく感じ

ました。この経験から、居場所とは、単に目

的用途に合った空間だけではなく、温かい雰

囲気やおもてなしで生まれるものだと気付き

ました。そして、第１１期余暇・趣味・居場

所委員会で、まちなみ情報センターをもっと

自由に使って欲しいというメッセージを発信

すること自体が、若者の居場所づくりに貢献

する価値のある活動であると実感することが

できました。 

最後に、若者議会に関わってくださった

皆様に心より感謝申し上げます。今後も若者

の居場所について考え続けていきたいと思い

ます。ありがとうございました。 

 

○古瀬有菜議長 ありがとうございました。

鈴木健司（すずき けんじ）委員お願いしま

す。 

 

○鈴木健司委員 新城広め隊委員会の鈴木健

司です。 

僕は、この１年の活動を通して、自分の

成長に繋がる良い経験ができたと思います。

僕は、人前に立って、地域に貢献できる活動

に挑戦してみたいと思い、若者議会に参加し

ました。今年度、初めて参加し、最初の頃は、

人前で話すことに苦手意識があったこともあ

り、周りの環境に慣れず、うまく話し合いや

提案などができるかどうか不安に感じること

が多くありました。しかし、何度か話し合い

に参加する中で、若者議会の空気に少しずつ

馴染めるようになり、話しやすくなっていき

ました。さらに話し合いを進め、今感じてい

る市の問題や改善点などの自分の意見がまと

まったことで、積極的に議論に参加し、提案

することができるようになりました。委員会

では決定した提案を形にするために、積極的

に意見を出すことができました。初めての参

加で、自分の意見がうまくまとまらなかった

り、政策に問題点や疑問点などがあったりも

したけれど、若者議会のメンバーや事務局、

地域の方々の力を借りることで、自分たちの

政策を作り上げることができたと思います。 

１年の話し合いや政策内容の決定を通し、若

者議会で活動する経験をして、自分もこの地

域の歴史などの学びを得ることができました。

この経験を生かし、これからも地域での活動

に挑戦していきたいです。 

１年間ありがとうございました。 

 

○古瀬有菜議長 ありがとうございました。

次に、河合夏鈴（かわい かりん）委員お願

いします。 

 

○河合夏鈴委員 新城広め隊委員会の河合夏

鈴です。 

この１年間、若者議会に参加して感じた

ことは、自分の意見を持ち、それを伝えるこ

との大切さです。私は、今回初めて若者議会

に参加し、最初は会議の雰囲気に緊張してし

まい、自分の考えをうまく話せるか不安でし

た。ですが、話し合いを重ねる中で、周りの

人の意見を聞くことで、新しい気づきがあり、

自分の考えを少しずつ言えるようになりまし

た。そして、話し合いでは、新城市の課題に

ついて考え、どうすればより良いまちになる

のか、みんなで意見を出し合いました。その
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中で、自分とは違う考え方が分かることがで

き、とても良い経験になりました。 

この１年間を通して、勇気を出して発言

することや、周りの意見を大切にすることの

大切さを学びました。これからもこの経験を

生かして、自分にできることを考えながら行

動していきたいと思います。 

１年間ありがとうございました。 

 

○古瀬有菜議長 ありがとうございました。

次に、城所美菜（きどころ みな）委員お願

いします。 

 

○城所美菜委員 新城広め隊委員会の城所美

菜です。 

私自身、これまで人前で発表することや、

人と積極的にコミュニケーションをとること

に苦手意識がありました。そのような中で参

加した初めての若者議会は、不安も大きく、

当初は自分の意見をうまく伝えることができ

ませんでした。しかし、メンターの方々や若

者議会の皆さんに支えていただきながら活動

を重ねる中で、次第に自分の考えを発言でき

るようになったと感じています。 

また、農家の方のもとでスマート農業に

触れたり、五平餅づくりを体験したり、地域

を訪れて撮影を行ったりする中で、多くの学

びを得ました。特に、生産者の方の話を直接

伺ったことで、食や農業が私たちの生活を支

えていることを改めて実感しました。さらに、

自然や景観の魅力にも触れ、新城市の良さを

自分の目で捉えることができました。 

これまで当たり前に感じていた地域の良

さを、自分事として考えられるようになった

ことは、大きな成長であると考えています。 

今後は、この経験を生かし、新城市の魅

力を自分の言葉で発信しながら、自らにでき

ることを考え続け、より良いまちづくりに貢

献していきたいと考えています。 

１年間ありがとうございました。 

 

○古瀬有菜議長 ありがとうございました。

次に、菅沼堅太（すがぬま けんた）委員お

願いします。 

 

○菅沼堅太委員 新城広め隊委員会の菅沼堅

太です。 

私は、若者議会に参加して３年目となり

ます。この１年間を振り返ると、自分自身の

関わり方や意識の変化をこれまで以上に強く

感じます。１年目は分からないことが多く、

議論についていくことで精一杯でしたが、回

を重ねる中で、議論の流れを意識しながら発

言することができるようになりました。 

委員会では、農業や食の魅力を動画でＰ

Ｒする事業について検討してきました。その

中で、若者の視点で、どのようにすれば興味

を持ってもらえるのかを考え、動画の内容や

見せ方について議論を重ねてきました。単に

情報を伝えるだけでなく、現場の雰囲気や魅

力が伝わるように工夫することの難しさを実

感しました。また、意見を実際の形にしてい

く難しさや、継続をして取り組むことの大切

さを改めて感じた１年でした。理想だけでな

く、現実的な課題を踏まえて考える必要性が

あることを学び、まちづくりの奥深さを実感

しました。 

３年間を通じて、若者でも地域に主体的

に関わり、まちづくりに参加できるという実

感を得ることができました。今後も、自分な

りの形で地域に関わり続けていきたいと考え

ています。 

１年間ありがとうございました。 

 

○古瀬有菜議長 ありがとうございました。

次に、菅沼希望（すがぬま のぞみ）委員お

願いします。 

 

○菅沼希望委員 新城広め隊委員会の菅沼希

望です。 
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若者議会に参加したときは、人前で話す

ことが苦手な自分が若者議会の中でやってい

けるか不安な気持ちがありました。自分から

話しかけることにも戸惑いを感じていました。

それでも、少しずつ会話を重ねる中で、次第

に打ち解けることができ、不安な気持ちも和

らいでいきました。 

１年間の活動を通して、地域の課題につ

いて話し合う中で、これまで知らなかった課

題や魅力に気づくことができました。 

仲間と意見を出し合いながら考える時間

は、とても貴重で多くの学びがありました。 

１年間ありがとうございました。 

 

○古瀬有菜議長 ありがとうございました。

次に、三浦千友莉（みうら ちゆり）委員お

願いします。 

 

○三浦千友莉委員 新城広め隊委員会の三浦

千友莉です。 

今回、私は初めて若者議会を体験させて

もらって、普段の生活ではなかなかできない

とても貴重な経験をすることができました。

その中で特に感じたのは、自分の意見を人前

で伝えることの難しさです。自分の中では考

えがあっても、それを分かりやすく言葉にし

て相手に伝えることは、思っていた以上に難

しくて、改めて伝える力の大切さを実感しま

した。 

また、今回の活動では、学校生活では関

わることのないような方々と意見を交わす機

会がありました。年齢や立場の違う人たちと

話すことができて、とても良い刺激となりま

した。この経験を通じて、自分の考えを持ち、

それを相手に伝える力をこれからももっと身

につけていきたいと思いました。 

さらに、若者議会を通して、新城市の現

状の課題について改めて考え、地域のことを

自分事として考えるきっかけにもなりました。

これから新城市のより良い未来づくりに少し

でも関わっていけるように、自分にできるこ

とを考えたいと思いました。 

１年間ありがとうございました。 

 

○古瀬有菜議長 ありがとうございました。

次に、瀬野和奏（せの わかな）委員お願い

します。 

 

○瀬野和奏委員 余暇・趣味・居場所委員会

の瀬野和奏です。 

５月の所信表明で、私は真の若者の声を

行政に届けたいという思いを述べました。そ

の中でも、チェーン店の誘致に関しては、新

城市に住む多くの若者から実際に声が上がっ

ているニーズであり、私自身もその思いを大

切にしながら１年間取り組んできました。若

者にとって、学校帰りや休日に気軽に立ち寄

れる場所があることは、ただ便利というだけ

でなく、人と交流したり、このまちで過ごす

時間を楽しんだりするきっかけにもなると思

っています。しかし、活動を進めていく中で、

チェーン店を誘致することの難しさや様々な

事情が関わっていることを知り、若者議会だ

けではどうすることもできないような壁があ

ることも痛感しました。思うように進まない

こともあり、悩んだり、自分たちには何がで

きるのだろうと考えたりすることもありまし

た。それでも、同じ若者議会の仲間と何度も

意見を出し合いながら、若者の思いをどうす

れば伝えられるのかを考え続けてきました。

そして、その積み重ねが今日の市長報告に繋

がったと感じています。今回の活動を通して、

すぐに結果が出ることばかりではないと感じ

ましたが、それでも若者がこのまちに対して

どのような思いを持っているのかを伝えるこ

と自体に大きな意味があるのではないかと感

じています。今回の報告を通して、若者はこ

う思っているんだと、少しでも行政に関わる

方々の心が動かされていれば、とても嬉しく

思います。 
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そして、これからも若者の一員として、

このまちのことを考え続けていきたいと思い

ます。 

１年間ありがとうございました。 

 

○古瀬有菜議長 ありがとうございました。

次に、長谷川結乃（はせがわ ゆの）委員お

願いします。 

 

○長谷川結乃委員 余暇・趣味・居場所委員

会の長谷川結乃です。 

私は、自分の意見を周りに伝えることが

苦手で、そんな自分を変えるために若者議会

に参加しました。初めの頃は、自分の思った

ことをうまく言葉にすることができず、落ち

込むこともありました。しかし、事務局の方

や他の委員会の方々が優しくサポートしてく

ださったり、最後まで意見を聞いてくださっ

たおかげで自分に自信を持てるようになりま

した。１年間、若者議会のメンバーとして、

新城市を良くするために活動してきました。

私は１７年間、新城市で過ごしてきましたが、

活動を通して、これまで行ったことがなかっ

た場所を訪れたり、知らなかったことを知っ

たりする中で、新城市の魅力を改めて発見す

る機会が増えたと感じています。新城市の

方々はもちろん、市外の方々にも新城の魅力

を知ってもらいたいです。 

若者議会での経験は、自分自身が大きく

成長できる貴重な機会となり、これまで以上

に新城市のことを好きになりました。 

１年間ありがとうございました。 

 

○古瀬有菜議長 ありがとうございました。

次に、小山玄貴（こやま はるき）委員お願

いします。 

 

○小山玄貴委員 余暇・趣味・居場所委員会

の小山玄貴です。 

私は、この１年間で、自分が普段持って

いる新城への思いを言って、それを実現する

ためにどうすればいいかを考えたり、それを

実際に実行した若者議会がすごく楽しかった

です。私は、朝登校する時に、「おはよう」

や「気をつけてね」と言ってくれたり、帰る

時に「ただいま」と言ってくれるこの温かい

新城が大好きです。そんなまちをこれから先

も残していくために、これから先も貢献して

いきたいと考えています。 

１年間ありがとうございました。 

 

○古瀬有菜議長 ありがとうございました。

次に、戸塚琉愛（とつか るあ）市外委員お

願いします。 

 

○戸塚琉愛市外委員 余暇・趣味・居場所委

員会の戸塚琉愛です。 

私は、この１年間、若者議会の市外委員

として活動してきました。この活動を通して、

若者が自分たちで話し合い、政策を立てるこ

とができる環境に関わることができ、とても

嬉しく思っています。大学の授業で学んでい

た政策立案を実際にこの場で実践できたこと

も、自分にとって大きな経験になりました。

実際にやってみると、意見を出すだけではな

く、それを形にしていくことの難しさを強く

感じました。新城市の考えやこれまでの取り

組みとのバランスを考える中で、思うように

進まないこともありました。それでも話し合

いを重ねる中で、自分たちのアイデアが形に

なった瞬間はとても楽しく、大きなやりがい

を感じました。 

また、この活動を通して、新城と向き合

う中で、より親しみを持つことができ、以前

よりももっと好きになりました。そして、自

分が少しでも新城市の役に立てたと感じられ

たこともとても嬉しかったです。今回、初め

て政策を立て、実現する、実行するという経

験は、難しさもありましたが、それ以上に楽

しく、貴重なものとなりました。この経験を
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これからにも生かしていきたいと思います。 

ありがとうございました。 

 

○古瀬有菜議長 ありがとうございました。

次に、片桐萌絵（かたぎり もえ）市外委員

お願いします。 

 

○片桐萌絵市外委員 市外委員の片桐萌絵と

申します。 

私自身は、進学を機に新城を離れて、こ

れで３年が経つんですけれども、そんな中で

も、若者議会のメンバーとともに新城のこと

を考えたりだとか、新城に思いをはせる時間

をつくることができてとても幸せだったと同

時に早く新城に帰ってきたいなと思える日々

でした。私自身は、今広島に住んでいるんで

すけれども、１年の半分以上を自宅の外で過

ごしながら全国各地を飛び回る生活をしてい

ます。そのような中で必ず自分の出身地は愛

知県の新城市だとお伝えするようにしている

んですけれども、全国各地に新城のことを知

ってくれている人がいて、同時に、市外の方、

県外の方でも新城の魅力を私に話してくれる

方もたくさんいるということを知りました。

そのような中で、地方にはすごく深刻な問題

がたくさんあって、まだまだ考えなければい

けないこともたくさんあるなと思いながら、

同時に、多様な働き方であったり、学び方、

暮らし方ができる現代の社会だからこそ、も

っともっとたくさんの人たちが新城と触れ合

って、新城のことを考えられる、そんな入口

づくりがすごく大切なのではないかなと改め

て思う１年間でもありました。 

今後も、私自身がしっかりといろんな経

験をしながら、その経験をしっかりと新城に

還元できるように、まずは頑張りながら、新

城市にたくさんの人がもっともっと触れてい

けるような入口づくり、仕組みづくりをこれ

からもしていけたらいいなと思っております。 

１年間ありがとうございました。 

 

○古瀬有菜議長 ありがとうございました。

次に、夏目響（なつめ ひびき）市外委員お

願いします。 

 

○夏目響市外委員 余暇・趣味・居場所委員

会、市外委員の夏目響です。 

この１年間、京都からオンラインを中心

に若者議会の活動に参加させていただきまし

た。大学進学を機に新城を離れて３年、市外

委員だからこその視点を生かそうと、市外に

いる若者の居場所を作りたいという思いで政

策を検討して参りました。そして、私自身が

昨年度経験した成人式のことを目指し、同窓

会の開催を支援する事業を提案しました。誰

にとっても、居場所があり、誰１人孤立しな

いまちにしていきたいと思うと同時に、私自

身も地元新城での地域の繋がりを大切にした

いと思います。 

高校生や大学生など、様々なバックグラ

ウンドを持つ若者が集い、自分たちのまちに

ついて議論する空間はとても貴重なものでし

た。意見を交わす中で多様な価値感に触れる

ことができ、また難しい場面もありましたが、

有意義な時間にすることができました。一緒

に活動してくださった委員の皆様に感謝申し

上げます。 

新城には、自然や積み重ねられた歴史だ

けでなく、人々の温かさが交わる素敵なまち

だと思っています。離れて暮らしている中で、

そのような新城の魅力を改めて強く実感して

います。そんな大好きな故郷に還元できるよ

う、若者議会でのこの経験を今後の人生に役

立てていきます。 

最後になりますが、事務局の皆様をはじ

め、若者議会の運営にご尽力くださった皆様

に感謝申し上げます。ありがとうございまし

た。 

 

○古瀬有菜議長 ありがとうございました。 
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５．市議会議長挨拶 

○古瀬有菜議長 それでは、続いてお忙しい

中ご出席いただきました、佐宗市議会議長様

からごあいさつをいただきたいと思います。 

 

○佐宗龍俊市議会議長 まずは、第１１期の

新城市若者議会の委員の皆さん、この１年間

の活動、本当にお疲れ様でした。そして、た

だいまは、１１期の第１２回若者議会という

ことで、これが最後の定例会というのですか、

議会になるのかなと思いますけれども、本当

にお疲れ様でした。 

私たち市議会議員は、市民の皆さんとお

話する機会が多く、そんな中で市民の皆さん

がこの新城市の若者議会、何をどのように評

価しているのかという話もよくします。やは

り、ほとんどの方がそうなんです。我々議員

も同じような評価をするんですけれども、ま

ず１つは、やはり、この新城の若者がこの新

城市の課題を自分たちで見つけて、そして、

その課題を解決するためにどうしたらいいの

か、それから、その課題となる要因は何なの

か、そういうことを皆さんが自分自身で、み

んなで考え、持ち寄って、そして、どういう

方法をとったらその問題が解決するのかとい

うことをしっかりと話し合って、そして最終

的に具体的な事業にする、形にするという、

この過程が非常に大事で、そうすることによ

って、あなたたち若者が本当にこの新城市を

考え、市政に貢献していく、関わっていくと

いう、このことをまず第１に評価をしてくれ

ています。 

そして、もう１つは、やはり皆さんが具

体的に提案をされたそれぞれの事業が本当に

成果が出ているのか、出たのかどうかという

ことも、やはりとても皆さん気にされていま

す。当然、市の予算を使って事業をしている、

自分たちの税金が使われている。だから、皆

さんが考えて提案したその事業そのものの成

果はどうなんだという評価を、当然我々もす

るわけですね。 

では、１点目はどうでしょうと言ったら、

今、皆さん、１年間を振り返っていただきま

した。それから、本当にこの議会だけではな

くて、委員会も含めて、本当に何回も何回も

集まって話し合いをして形にされているとい

うことを見ておりますので、本当にしっかり

とやっていただいているなと思います。 

あとは、それぞれの事業が、果たして成

果が出るかどうかというのは、これから先に

なろうかと思います。今回初めて第１０期、

前期の事業に対しての評価を皆さんにしてい

ただきました。これは、以前から我々議会の

中でもやはり、そのような振り返りといいま

すか、評価をした上で次に繋げていくという

ことが大事だと思っておりましたけれども、

今回、ここで皆さんにそれをお願いしようか

なと思ったら、今回はされていましたので、

「ああ、いいことだな」と思って、そこは評

価したいと思うのですが、ただ、１点、来期

もこの若者議会にどんな形であれ、携わって

いただける方もみえるかもしれませんが、と

りあえず一区切りで、来期は若者議会には携

わらない方もみえると思います。そういう方

にこそ、自分たちが、この第１１期が提案し

たそれぞれの事業がどのように実行されて、

実施されて、結果どうだったんだというとこ

ろを、ぜひ最後まで見届けてほしい。そして、

その結果が、もちろん、皆さんがねらった成

果が上がった事業であれば、胸を張って、

「ああ、よかったね」、「やっぱり私たちが

考えた事業はよかったんだ」という評価をし

ていただく。でも、もしかしたら成果の出な

い事業もあるかもしれません。でも、今回の

１０期の評価もあったように、どこがだめだ

ったのか、どうすればもっと成果が上がるの

かというのを、それぞれ個人で、また振り返

ってほしいんですね。そうすると、若者議会

に来期携わっていないけれども、やはり自分
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が考えた、自分たちが考えた事業が、この先、

どうすればもっと良くなっていくのかという

ことを考えることで、若者議会には携わって

いないけれども、市のことを考えて、それを

もしかしたら地域で発言できるかもしれない。

どんな場面であっても、やはりこれから皆さ

んには、この市政に携わるような生活をして

いただきたいな思います。 

この１年の皆さんの活動は、間違いなく

この先の皆さんの生活に良い影響を与えるし、

新城市にも、非常に大きな力になると確信を

しています。どうか、この１年間の活動を糧

に、これからも皆さんが活躍していただきま

すことを御祈念申し上げまして、私からの挨

拶とさせていただきます。 

皆さん大変お疲れ様でした。ありがとう

ございました。 

 

○古瀬有菜議長 ありがとうございました。 

 

６．市長あいさつ 

○古瀬有菜議長 最後に、下江市長からごあ

いさつをいただきたいと思います。 

 

○下江洋行市長 第１１期の若者議会の皆さ

ん、５月の最初の皆さんの所信表明の時から

今日に至るまで大変お疲れ様でした。そして

本当にありがとうございました。１１月に答

申を受けてから、もう５か月。１１月の初め

でしたよね。１１、１２、１、２、３。もう

５か月近くになりますけれども、その間、答

申していただきました事業それぞれにつきま

して、さらに議論を重ねて、そしてより精査

して、具体的な形で今日ご提案をいただきま

して、本当に嬉しく思います。３つの事業、

「れっつごーまちなみ！事業」、「帰ってこ

りん！若者同窓会応援事業」、「食歴伝 新

城の魅力を拡散事業」、それぞれ本当に皆さ

んがこの事業を通して、より良いまちにした

い、そういう思いが詰まった、そんな発表で

あったと、私、率直に受け止めております。 

１つ１つ細かく発表していただいたことに触

れると時間が足りませんけれども、まず、

「れっつごーまちなみ！事業」についてであ

りますけれども、まさにまちなみ情報センタ

ーのある場所は、新城のＪＲ飯田線の駅のす

ぐ近く、かつての中心市街地の商店街があっ

た場所。新城市は、居住誘導区域という区域

を定めていまして、それはまさにあの場所が

まず１つ、それから野田地区、そして川田地

区、さらに鳳来地区と作手地区においては、

町の中心核として長篠、鳳来総合支所近く、

そして作手の高里地区、作手の支所近く、そ

こを中心核として、しっかり人口の集住を保

っていって、お店が立地し続けられるような

環境を守っていかなければいけない地域と定

めておりまして、そのためのまちづくりの施

策を考えていくことが本当に重要であります。

本格的な人口減少時代を迎えておりますので、

これから人口は減っていきます。町の中心部

であっても、もうすでに減っていますし、減

っていきます。でもその中で、減っていくス

ピードを落とすためのまちの中心核居住誘導

区域の魅力づくりをしていかなければなりま

せん。そういう核となる場所にあるのがまち

なみ情報センターです。まちなみ情報センタ

ーの中の活用の仕方であるとか、いろんな魅

力づくりが必要なんですけれども、やはり周

辺とセットですよね。ですので、周辺の魅力

づくりと一緒に考えていくということが１つ

念頭に置いておく重要なことだと思っていま

す。軽トラ市もやっています。それから、新

城の夜店の時、すごい人が大勢来て盛り上が

りますよね。そしてお祭りの時。そうしたも

のをうまく活用して、さらに中心核の魅力づ

くりをしていく。それから、どうしても高齢

者だけの世帯が空き家になっていってしまう

という現状もあります。この空き家、空き店

舗もそうですけれども、どう活用していくか

ということも、当然、行政は行政で考えてい
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くんだけれども、若者の、そして市民の、そ

の地域に住んでいる人たちの力を借りてやっ

ていかなければなりません。もうチームで考

えていかなければいけないので、この「れっ

つごーまちなみ！事業」を１つの取り組みと

してですね、広い視点で、この中心核の集住、

また魅力づくりを考えていくという視点を持

って、さらに事業の精度を高めていただきた

いなと思っております。 

それから、チェーン店の誘致について、

強い思いが伝わってきまして、よく理解をし

ました。飲食店ではないんですけれども、例

えば、２４時間営業のスポーツジムができま

したよね。それから、スズキ自動車の販売デ

ィーラー、スズキ自販が新城の旧の中心市街

地の一角にできました。これには、やはり誘

致するための、布石があったんですよね。例

えばスズキ自販の営業所だったら、やはり軽

トラ市のこれまでの取り組みと成果がスズキ

自販の誘致に繋がったんです。スポーツジム

もそうです。ただ待っていただけではないん

ですね。企業にとっては、出店するというこ

とは、大きなチャレンジなんです。当然、商

圏規模がしっかり維持されていくかどうか、

そのことが企業にとっては、そこで事業を続

けられるか、継続できるかどうか、利益を上

げられるかどうかにかかっておりますので、

我々はチャレンジしてくれた企業に応える使

命があるんですね。そのためにも、ぜひ皆さ

ん。チェーン店についてのご提案いただきま

した。絶対不可能はないと思います。ですの

で、これからもその可能性を追求していきま

しょう。これからいろんな方に出会うと思い

ます。特に、高校を卒業して大学に行く。そ

して、就職して社会人になる。いろんな方と

の出会いがあります。思わぬ偶発的な出会い

が、そうしたチェーン店の誘致に繋がるとい

うようなことだってあるかもしれません。だ

から可能性を信じて、追求して、諦めずにや

っていきましょう。そんなふうに思ってお話

を受け止めました。協力したいと思います。 

それから、「帰ってこりん！若者同窓会

応援事業」です。この事業は、２５歳成人式

という形で取り組んだ事業をさらにもっと、

より実効性のあるものにしていくための提案

であったと思います。やはり、帰ってきたい、

それからふるさとを応援したいという、そう

いう思いを持ってもらうためには、やはり、

小学校とか中学校の義務教育の時からこのま

ちに誇りを持ってもらえるような、教育もそ

うですけれども、地域の協力が必要ですよね。

そういうことも考えて、この事業だけを考え

るのではなく、広く捉えて、そういうことも

含めて考えていっていただきたいなと思いま

す。これは、１１月にもこんなようなことを

言ったかもしれません。そんなふうに思いま

した。 

そして「食歴伝 新城の魅力を拡散事業」

であります。皆さん、新城の農業について、

それから特産品、農作物について、また農業

の現場で作業もしてもらったり、本当に深く

掘り下げて、いろんなことを勉強された、知

ることができたと思っております。そして、

農業の担い手の不足は、やはり農家の高齢化

が１つ大きな課題であります。ですので、今

本当に、これから何とかしなければいけない

という大事な時をもう迎えております。若者

が本当に就農できるような環境を作っていく

ためには、やはりその商品が、農作物が適正

な価格でしっかりと流通できることなんです

よね。これには、この魅力をＰＲしていかな

ければいけないし、付加価値を高めていくた

めのＰＲが大事です。ですので、先程鳳来牛

であったり、そして八名丸さといもであった

り、自然薯であったり、などなどということ

だと思うんですけれども、新城の奨励作物、

もう皆さん勉強したと思いますけれども、苺

とか、トマトとか、ホウレンソウがあります。

苺、果樹はとても付加価値を付けやすいんで

すよね。稼げる商品だと思います。ですので、
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ブドウとかも含めて、新城で生産しておりま

すし、奨励作物ですので、ぜひそんなものの

ＰＲ動画も考えていただけると思いますけれ

ども、考慮していただきたいなと思いました。 

歴史については、今年、新城が長篠の戦

いの翌年に、新城に奥平信昌公がお城を構え

て殿様になってから４５０年という新城開府

４５０年の年にちなんだ全国山城サミットと

いうイベントを１１月の２８、２９日、最終

の土日にやります。ですので、ぜひこの事業

にも関心を持っていただいて、新城の魅力を

拡散できるような取り組みにも力を貸してい

ただけるとありがたいなと思っております。 

１つ言い忘れました。まちなみ情報セン

ターの館内ラジオ、楽しそうですよね。やは

りおもしろそうだなと思ったら人が集まって

きます。来たら楽しくなって、嬉しくなって、

そしてまた輪が広がっていくと思っておりま

す。ちょっと言っていること、よくまだ分か

らなかったこともあったんですけど、第２弾

も作ってくれると思いますので楽しみにして

おります。 

ちょっと、いろんなことを、勝手に思っ

たことを申し上げました。この皆さんの御提

案については、一昨日、新城市議会３月定例

会の最終日において、令和８年度、新年度事

業として、議会の皆さんに議決をいただき、

承認をいただきましたので、これをしっかり

令和８年度の事業として、より魅力のある事

業として、そして市民のためになる、若者が

活躍できるまちの実現に繋がる事業になるよ

うに、しっかりと事業推進に努めていきたい

と思っております。 

そして、佐宗議長からもお話がありまし

たとおり、第１０期の若者議会からの御提案

についても、皆さん評価をして、今日４点満

点の採点で評価点をつけて報告をしていただ

きました。ありがとうございました。その中

でも、例えばレンタサイクルの事業であった

り、ボランティア人材バンクの事業について

は、１点何々という、ちょっと２点を下回る

点数でありましたけど、この事業は、これで

終わらせてはいけません。点数が低いという

とは、まだ伸びしろがあるということですか

ら、この事業をどうすれば伸ばしていけるか

ということ、これがこれから大事な取り組み

だと思っております。この評価していくこと

が、この検証が、より事業が、さらに魅力の

ある事業として、もっと言えば、１０期のこ

の政策を、今回の評価だけにとどめずに、も

う少し継続して評価をして、新城市の毎年の

事業として、事務事業として定着していくぐ

らいに、皆さんの提案事業を高めていくぐら

いの、そういう気概で取り組んでいただきた

いなと思っております。 

本日、皆さんから最後にお１人お１人の

振り返りの一言をいただきました。本当に皆

さん、５月に始まりまして、この間、大変大

きく成長されたのはもちろんでありますけれ

ども、この市の予算を使って政策を提案する

ということで、公共の意識を育む、多角的な

視点で考えるという、こういう視点で皆さん、

本当に大きく変わったと思います。とても心

強く感じております。どうか、これからも、

皆さん、若者政策、それから市の様々なまち

づくり全般に関しても、施策の推進に関心を

持っていただきまして、何よりも若者が活躍

できるまちづくりにこれからも力を貸してく

ださい。 

最後になりますけども、引き続き皆さん

の活躍を御祈念申し上げまして、私からの御

礼の挨拶とさせていただきます。皆さん、お

疲れ様でした。本当にありがとうございまし

た。 

 

○古瀬有菜議長 ありがとうございました。 

この１年を振り返ってみると、各委員会

において議論がうまくまとまらなかったり、

思いどおりに進まず、政策案が大きく変わっ

たりしたこともあったと思います。しかし、
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そのような議論を経て、互いに協力し合い、

納得のいく政策案をまとめることができたの

ではないかと考えます。 

私自身の振り返りをさせていただくと、

私は、今期、第１１期に参加させていただき、

４年目を迎えました。初めて参加した時は、

自分の意見をうまく伝えることができず、委

員会が進んでいくことも多くありました。し

かし、委員会への参加を重ねる中で、徐々に

自信がつき、自分の考えをしっかりと発言で

きるようになり、自身の成長を感じています。 

今期は、余暇・趣味・居場所委員会に所

属し、新城市外で生活している人が新城に戻

ってきたい、携わっていきたいと思ってもら

えるようにするにはどうしたらいいのかを考

えてきました。同窓会をきっかけに、新城に

戻ってくる機会を作りたいという思いで政策

を考え、活動してきました。 

この４年間は、私にとって大きく成長す

るとともに、新城市について深く考えること

ができた時間でした。発言に迷ったり、悩ん

だりすることも多くありましたが、その１つ

１つが今の自分に繋がっていると思います。

また、昨年１０期という節目を迎え、次の１

０年へと繋がる貴重な１年でもありました。

そして、提案事業の実行にも関わることがで

き、非常に良い経験となりました。 

今後は、次の世代の皆さんに若者議会や

新城市の魅力、楽しさを伝え、新城市が若者

の力により、より良くなっていくことを心か

ら願っています。 

最後に、今期、議長として若者議会に携

わることができたこと、今日、市長報告を迎

えられたのは、これまでともに意見を交わし

てきた委員の皆さん、メンター、事務局の皆

さん、支えてくださったすべての方々に心よ

り感謝申し上げます。 

１年間、本当にありがとうございました。 

これをもちまして、第１２回新城市若者

議会を閉会させていただきます。 

 

閉 会  午後８時２９分 


